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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(10) 
―5 類 技術― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition 
Pt.10  Class 5 Technology 
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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995年 8月の『日本十進分類法新訂 9版』の刊行以降、概ね 20年ぶりの日本
十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10版』のうち、本稿では、
「5 類 技術」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014年 12月に『日本十進分類法新訂 10版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995年 8月刊行の『日本十進分類法新訂 9版』以
来、概ね 20年ぶりの改訂である。今後の日本図書
館界の主題組織化を担う『NDC10』について、検討
を進めたい。本稿では多面的な検討内容の内、
『NDC10』の「5 類 技術」について検討を行う。
なお、「情報工学」については別稿2で扱ったので
省略する。 
 
２ 『NDC10』における「5類 技術」の構造につ
いて 
最初に「5類 技術」の名称について触れておき
たい。第一次区分表では「5 技術(工学，工業，家
政学)であり、第二次区分表では「50 技術．工学」
で、第三次区分表でも「500 技術．工学」、そして、
細目表では「技術(工学，工業，家政学)」に戻る。
このように「5類 技術」の名称は不安定である3。 
†  関西大学 
†† 大阪市立大学・関西大学等 
††† 京都精華大学 
†††† 相愛大学 
また、NDC が学問分野や観点を基礎とする分類表
であるならば、5 類の名称は「工学．生活科学」
ではないだろうか4。 
 「5類 技術」の構造を、第 2次区分表より、表
1に示す。「50 技術．工学」と「59 家政学．生活
科学」で構成されている。  
 
表 1 「5類 技術」の構造 
 
「50 技術．工学」が「51 / 58 各工学」の総記
であり、「59 家政学．生活科学」は、不均衡項目
である。 
50    技術．工学 
51      建設工学．土木工学 
52      建築学 
53      機械工学．原子力工学 
54      電気工学 
55      海洋工学．船舶工学．兵器．軍事工学 
56      金属工学．鉱山工学 
57      化学工業 
58      製造工学 
59    家政学．生活科学 
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 『NDC10』の「各類概説」では、「この類には、
主として第二次産業の生産諸技術および第一次産
業の採鉱技術と、それらにかかわる生産・流通経
済に関する著作を収める(510 / 589)。またこの分
野の範疇には入らない家政学．生活科学(590 / 
599)も収めている。」と述べている5。 
 「技術．工学総記(501 / 509)」では細分展開が
されているが、「509 工業．工業経済」を除いては、
一般補助表の形式区分の展開である6。 
 「各種の技術・工学(510 / 580)は、経済的・経
営的観点から固有補助表を用いて細分することが
できる」7とされ、固有補助表は、細目表中では 
<510 / 580 各種の技術・工学> の中間見出しの後
に、表 2のように展開されている。この固有補助
表は、『NDC9』を引き継ぐものである。また、「本
表・補助表編」の巻末に「固有補助表」として再
掲されている8。 
なお、各技術・工学の「-09 経済的・経営的観
点」の展開が、必要十分な展開なのかどうかの検
討は行われたようには見えない。例えば、「人事管
理・労務管理」や「生産管理」は必須項目である。
「-095 経営．会計」に一切合財を押し込めてしま
うのだとすれば、十分な展開とは言えないのでは
ないか。 
 
表 2 「5類 技術」の固有補助表 
 
３ 不均衡項目 
「5類 技術」における不均衡項目は、綱レベル
では「59 家政学．生活科学」である。要目レベル
では、「539 原子力工学」、「559 兵器．軍事工学」
である。また、「519 環境工学．公害」は、『NDC9』
での「公害．環境工学」を変更し、下位区分の分
類項目名も「環境」の名辞を優先して使用するよ
うになった。 
しかし、「51 建設工学．土木工学」の下位区分
である「519 環境工学．公害」は明らかに概念の
外延が異なる。また、「548 情報工学」、「549 電子
工学」は、「54 電気工学」とは学問範囲が異なる。
いずれも不均衡項目とするのが適切ではないだろ
うか。 
 
４ 「546 電気鉄道」の削除 
 要目レベルの変更では、「546 電気鉄道」が削除
された。「(546 電気鉄道)」の下に、注記「*鉄道
運輸→686；鉄道車両→536；鉄道土木・設備→516」
があるが、実際の「546.1 / 546.8」の直接参照先
を見ると、旧「546 電気鉄道」の各項目は、516
及び 536に分散している。 
 『NDC9』で鉄道関係を見ると、5類では「516 鉄
道工学」、「536 運輸工学．車両．運搬機械」、「546 
電気鉄道」の 3分野に分散していたが、『NDC10』
において、「546 電気鉄道」が廃止されたものであ
る。 
 「516 鉄道工学」は、注記に「*ここには、設計・
施工など土木工事に関するものおよび電気設備に
関するものを収める」とあるように、電気鉄道を
含む鉄道施設・設備がその範囲となる9。一方、「536 
運輸工学．車両．運搬機械」は鉄道車両を扱う。
関連して 536に「.5 電車」を始めいくつかの項目
が新設された。 
 隣接する情報工学分野(547 / 548)の将来的な拡
張への可能性をもたらすものであり、歓迎したい。 
 
５ 「5類 技術」の個別検討 
 以下では、「5 類 技術」について個別の検討を
進める。 
 
5.1 「519.2 環境問題史・事情．公害史・事情」 
「519.2 環境問題史・事情．公害史・事情」に、
注記「*ここには、具体的に生じた問題に関するも
のを収め、自然環境の回復を中心にしたものは、
519.8 に収める」が追加された。これにより、両
項目の使い分けが明確になった。なお、防災科学．
防災工学 <一般> が、519.9 にあり、「519.8 環
*各技術・工学とも、次のように細分すること
ができる 例：537.09253 アメリカの自動車産
業史・事情, 549.809 半導体産業 
  -09    経済的・経営的観点 
  -091     政策．行政．法令 
  -092     歴史・事情 
          *地理区分 
  -093     金融．市場．生産費 
  -095     経営．会計 
  -096     労働 
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境保全．自然保護」と隣接している。 
 
5.2 「521.8 各種の日本建築．国宝・重要文化財
の建造物」 
 「521.8 各種の日本建築．国宝・重要文化財の
建造物」は変更がないが、現状は、宗教建築、城
郭．宮殿、住宅建築があるばかりである。下位区
分に「産業建造物」の新設を提案したい10。 
  
5.3 「523.1 / .7 各国の建築」 
 「521 日本の建築」の注記の第二段落には、「歴
史上の個々の建造物は、各時代に収めず 521.8に
収める」とあるが、「521.8 各種の日本建築」の下
位の区分展開からは、無意識に時代対象を江戸時
代以前にしているように見受けられる。「521.8 各
種の日本建築」の注記「*ここには、歴史的建造物
を収める」を、「*ここには、昭和前期以前の歴史
的建造物を収める」と明記し、近代建造物も収め
られることを明確にしたい。 
また、「523.1 / .7 各国の建築」の注記「*別法：
日本の歴史的建造物は、すべて 521.8 / .9の下に
収める」であるが、「521[.9] 洋館 →523.1」は
二者択一項目であり、別法先としての適切性に疑
問がある。このままでは、西洋建築様式(洋館)と
それ以外の建築物が分離する恐れがある。
「521[.9] 洋館 →：523.1」と変更してはどうか。 
 
5.4 「526 各種の建築」 
「526 各種の建築」には、第一注記「*綱目表に
準じて区分」があり「.06 博物館、.07 新聞社、.18 
寺院、（以下略）」の事例が列挙されている。一方、
第二注記「*学校施設・設備→374.7；図書館建築
→012, 016 / 018」には説明文はなく、直接参照
の指示が 2件のみである。 
 ここで 2つの注記の意味は、原則としては第一
注記の「*綱目表に準じて区分」が適用され、第二
注記は例外を示した、と理解ができる。不明なの
は、第二注記で記述された「*学校施設・設備→
374.7；図書館建築→012, 016 / 018」の 2件のみ
が、例外処理であるのか、それとも細目表に展開
されていれば他の建築物においても細目表掲載の
ほうに分類することを優先するのか11、という点
である。 
 また前述の通り、「526 各種の建築」の第一注記
「*綱目表に準じて区分」には、「.06 博物館」以
下の例示がある。526 に各種の建築を集中させる
手法である。 
 これに従えば、博物館建築は 526.06となる。一
方、「069 博物館」には「069.2 博物館建築．博物
館設備 →：526.06」がある。この構造は、069.2
からの一方通行の参照である。 
 次に、寺院建築を番号構築すれば、526.18とな
る。一方、「521 日本の建築」には、「521.818 寺
院建築 →：185」がある。しかし、連結参照先は、
「185寺院．僧侶 →：521.818」であり、下位区
分にも寺院建築の分類項目名はない。また、185
の連結参照先は、526.18ではなく 521.818であり、
「521.818 寺院建築 →：185」と相互参照になっ
ている。 
 このように「526 各種の建築」と本表中の他の
箇所の分類記号との間の参照の持ち方に一貫性が
ない。 
 
5.5 「59 家政学．生活科学」 
 この綱について「各類概説」は、「家政学．生活
科学(590/599)には衣服．裁縫(593)や料理(596)
が位置づけられ、被服を含むその他の雑工業(589)
や食品工業(588)との関連性が強い。また、手芸
(594)、理容．美容(595)、住居(597)、家庭衛生(598)、
育児(599)など、いずれも他の類と関連性の多い分
野である」12、と述べている。順に確認を進める。
なお、連結参照先の分類項目名は、筆者が追加し
た。 
 「593衣服．裁縫」では、「→：383.1(服装．服
飾史)；589.2(その他の雑工業＿被服．身の回り
品)」の連結参照がある。「594 手芸」では、「→：
750(工芸)」の連結参照がある。「595理容．美容」
では、「→：383.5 結髪史．髪型．髪飾り．化粧史」
の連結参照がある。「596 食品．料理」では、「→：
498.5 食品．栄養」の連結参照がある。「597 住居．
家具調度」では、「→：365.3 住宅問題」ほかの連
結参照がある。「598 家庭衛生」では、「→：492 臨
床医学．診断・治療」ほかの連結参照がある。「599 
育児」では、「→：376.1 幼児教育．保育．就学前
教育．幼稚園．保育園」ほかの連結参照がある。 
 確かに「各類概説」が述べるように、「いずれも
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他の類と関連性の多い分野」である。しかし、注
意深く見れば、関連性はいずれも連結参照であり、
直接参照でも別法指示でもない。根本的には、「家
庭」を軸とした「家政学」そのものの学問分野の
存立が改めて問われているのではないだろうか13。 
 
６ さいごに 
今回の改訂においても、「9 版の体系を踏襲す
る」という改訂方針14を採用した以上、類の体系
を大きく崩すような改訂は不可能である。しかし、
1995 年の『NDC9』の刊行から、概ね 20 年近い歳
月が経過している。 
おりしも 1995年は Windows95が発表され、多く
の日本人がインターネットにモデム方式で接続を
始めた時期である。インターネットの普及と情報
のデジタル化の進展は、社会に大きな影響をもた
らした。 
日本では、着メロ、着うた、ケータイ小説を皮
切りにして、CD-ROM等のパッケージで販売されて
いた音楽は、1 曲単位のダウンロード方式に変わ
り、さらにストリーミング方式の「聞き放題」契
約に変化しようとしている。ユーチューブ、ニコ
ニコ動画などの動画コンテンツや、ユーストリー
ムなどの実況放送、電子書籍、電子雑誌などの普
及もこの延長にある。情報のデジタルへの収束と
ネットワーク流通が急速に進んでいる。 
図書館もこの潮流と無縁ではなく、資料の収
集・整理・保存・提供から、資料・情報の提供へ
と大きくその役割を変化させつつある。 
 こうした時期に刊行された『NDC10』の「5類 技
術」が、情報工学分野の抜本的見直しや「546 電
気鉄道」分野の廃番を除いては、大きな変更、変
化をしていない。はなはだ感覚的ではあるが、「5
類 技術」の 20年間の変化はこれだけなのかとい
う疑問を禁じ得ない。 
 
 本稿を終えるにあたり、『NDC10』刊行に長年の
ご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委員の
方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長、委員
の方々については「本表・補助表編」の冒頭の「分
類委員会報告」に記されている15。 
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